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2013年 3月 2日（土） 
 
9:30 -  受付 

10:00-10:30 複文構文プロジェクトの中間報告 

 益岡隆志（神戸市外国語大学／国立国語研究所） 

 前田直子（学習院大学） 

 橋本修（筑波大学） 

 丸山岳彦（国立国語研究所） 

10:30-11:00 幼児の誤用からみる普遍文法 

 村杉恵子（南山大学） 

11:00-11:10 休憩（10分） 

11:10-11:40 アクセントの類型と中和 

 窪薗晴夫（国立国語研究所） 

11:40-12:10 連濁の不規則性とローゼンの法則 

 ティモシー・J・バンス（国立国語研究所） 

12:10-13:30 昼食（80分） 

13:30-14:00 動詞の自他交替---複合動詞の観点から--- 

 影山太郎（国立国語研究所） 

14:00-14:30 文字環境の生態学的モデル 

 横山詔一（国立国語研究所） 

14:30-14:40 休憩（10分） 

14:40-15:50 ポスター発表 （14 :40-15 :30 グループ A， 15 :00-15 :50 グループ B） 

15:50-16:00 休憩（10分） 

16:00-17:00 [基調講演]「フンイキ」～「フインキ」の例から音位転換（メタテシス）につ
いて考える 

 上野善道（国立国語研究所） 
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[ポスター発表] グループ A（14 :40-15 :30） 

[1]  Web データに基づく複合動詞用例データベースの評価 

 山口昌也（国立国語研究所） 

[2] 複合動詞レキシコン Ver.1  

  ～語彙情報を付与した 2700 語の複合動詞レキシコン～ 

 神崎享子（豊橋技術科学大学） 

[3] 首都圏における地域言語の分布構造 
  ―首都圏大学生ＲＭＳアンケート調査の結果から―  

 三井はるみ（国立国語研究所） 

 鑓水兼貴（国立国語研究所） 

[4]  九州地方における有声阻害促音の音声実現 

 松浦年男（北星学園大学） 

[5] Boundary effects in lexical accent variation and vowel devoicing in Japanese 

 平山真奈美（立命館大学） 

 儀利古幹雄（国立国語研究所） 

[6]  有声促音知覚における促進的／抑制的手がかりに関する一考察 

 松井理直（大阪保健医療大学） 

[7] Identification of English primary stress by Japanese listeners and bias toward 

word-final stress: due to F0 patterns or an influence from Japanese 

loanword accent? 

 菅原真理子（同志社大学） 

[8] English prosody perception by Japanese learners of English 

 ピンテール・ガーボル（神戸大学） 

[9] 父称 Mac-/Mc-で始まる姓の借用語における促音化：つづり字と音節構造 

 大滝靖司（東京外国語大学／国立国語研究所） 
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[ポスター発表] グループ B（15 :00-15 :50） 

[1]  Asymmetries between production, perception and comprehension of focus types 

in Japanese and Korean 

 Hyun-kyung Hwang （国立国語研究所） 

[2] アクセント対立の消失から見た複合語アクセント規則:  

  ノルウェー語 Sandnes方言を例に 

 三村竜之（室蘭工業大学） 

[3] Articulatory and laryngeal contributions to rhythm in English 

 Donna Erickson（昭和音楽大学／上智大学） 

 Ian Wilson（会津大学） 

[4] 複合境界音調の発言継続表示機能 

 小磯花絵（国立国語研究所） 

[5] The ban on adjunct ellipsis in child Japanese 

 杉崎鉱司（三重大学） 

[6] 共通語使用割合の変化に対する年齢・時代・世代効果（２） 

 －第１次～第４次鶴岡言語調査の結果から－ 

 中村 隆（統計数理研究所） 

[7] コーパスを用いた新常用漢字に関する分析 

 ―常用漢字表に追加・削除された漢字の使用実態― 

 野崎浩成（愛知教育大学） 

[8] 整数座標によるヲコト点の記述 

 高田智和（国立国語研究所） 

 堤智昭（東京農工大学） 

 田島孝治（岐阜高専） 

 


